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スマイル 夏休みの宿題の写生画コンクールの絵をがんばりました。木の色や形を工夫して描きま 
した。 

 
１年生   夏休みにカヌーに乗ることを頑張りました。漕ぐのが重くて大変だったけど、最後まででき

てうれしかったです。 
 
２年生  石かわけんで、ピアノのコンクールがあり、しん年のポルカをひきました。ステージに出た

ら、きんちょうがなくなりました。じゅんゆうしゅうしょうでした。つぎのコンクールでトロフィ
ーをとりたいです。 

 
３年生  陸上大会に出場しました。たくさん練習した成果を発揮でき、リレーやジャベリックボール 

投げで、よい結果を残すことができました。  

（ホームページ） 

７月の学校評価を受けて一部言葉を換えて分かりやすくします

「我が子は、家で新聞を読んだりニュースを見たりして社会の動きに関心を寄せている」 

保護者対象の質問で肯定的な回答（よく当てはまる、やや当てはまる）が３５％でした。 

 

家庭で新聞の記事やニュースを話題にして会話することを目的として、５月の学校だよりで

「我が子は、毎日家で読書をしている」を「我が子は、家で新聞を読んだりニュースを見たり

して社会の動きに関心を寄せている」に換えるとお知らせしました。 

７月の学校評価の結果を受けて、この「社会の動きに関心を寄せている」の表現が子どもた

ちにとって難しいことが分かりました。そこで１２月の学校評価では「我が子は、家で新聞を読ん

だりニュースを見たりした話題でおうちの人と会話をしている」に換えることにします。 

特に２０代の家庭では新聞を購読しない、地上波のテレビを見ない家庭が出てきているようで

す。Netflix、YouTube、インスタグラムなど自分好みの動画の情報に偏り、世の中の動きから取

り残されてしまうことが懸念されます。今の小学生が大人になる頃にはこのような流れがさらに

加速しているかもしれません。小さいうちから世の中の動きに関心をもち変化を敏感にキャッチし

て対応する力は必要だと思います。 

 

お願いしたいのは、ご家庭で新聞の記事やニュースを見ながらそれを話題にして会話をして

いただきたいということです。天気のこと、台風や地震など何でも構いません。世の中で起きてい

ることの会話を通して、自分と社会がつながってくると思います。ご理解の上、ご協力をお願いし

ます。 

学校のワンシーン  

令和８年度から中学生の部活動の活動時間が変わります 

令和８年度は中学３年生が引退するまでは休日の部活動ができるとしており、それ以

降は休日の部活動はなくなります。従って、６年生は中学３年生が引退してから、５年生は

進学当初から休日の部活動はなくなることになります。 

この動きに伴って、例えば、現在所属しているスポ少の活動を進学後も継続するなど、

部活動以外の活動に取り組むことができます。 

右の QR コードは詳しい情報が分かるページにリンクしています。どうぞご覧ください。 

４年生  わたしは家族でスイカわりをしました。スイカは思ったよりかたかったけど、最後にはわれ
て、みんなで食べました。おいしかったです。 

 
 
５年生  バドミントンの練習試合をしました。一番強いグループになってボロ負けしました。みん

な強くて、追いつけませんでした。たくさんのチームと試合をしたので体力がついた気
がします。次は１人には絶対勝ちたいです。 

 
６年生 文化財保護センターで縄文時代の体験をしました。火起こしや弓矢体験をして、昔の人

の生活について知ることができました。 

夏休みにしかできない体験がたくさんできたようです。実際にやらないと分からないことはたくさ

んあります。これからもいろいろなことに挑戦して、人生の経験値を上げていきましょう。 

９／２ はじめての鍵盤ハーモニカ 

９／８ 子ども服回収（９／１２まで） 

８／２７ がんばるぞー おー ８／２７ 宿題提出 

９／４ 絵手紙づくり 

【福井市のドリーム通信】 

９／５ 後輩に教えてあげました 

夏休み、いろんなことに挑戦しました 

夏休み、いろんなことに挑戦しました 


